
大正区の健康寿命の延伸に
向けた取組について

～現状とその取組について～

令和５年６月22日

大正区役所
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大正区民の健康状況 平均寿命と健康寿命
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●平均寿命、健康寿命共に大阪市と比べて低い。不健康な状態で過ごす期間が長くなる可能性が高い。
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令和2年 平均寿命と健康寿命の比較（女性）

平均寿命 健康寿命

※健康寿命…日常生活動作が自立している期間の平均

使用データ：人口動態統計・大阪市福祉局介護保険被保険者数・認定者数



大正区民の健康状況 死因
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出典：人口動態統計

●死因第1位は悪性新生物（がん）であり、その死亡率は国、大阪市と比べて高い。
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大正区民の健康状況 がん種別死亡率
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●大正区は、悪性新生物（がん）の中で、肺がん、大腸がん、肝がんの順で死亡率が高い。

出典：人口動態統計
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大正区民の健康状況 喫煙
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出典：大阪市福祉局「大阪市国民健康保険特定健康診査法定報告用データ」から算出

●男女ともに喫煙率は大阪市と比べて常に高い。



肺がん検診受診率
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※肺がん検診受診率＝当該年度肺がん検診受診者数÷40歳以上の住民×100



●禁煙、受動喫煙防止啓発（あらゆる機会に啓発。広報・SNS活用）
●妊婦の禁煙啓発（母子手帳発行時に保健指導・両親教室時の啓発）
●未成年者への禁煙啓発（保護司会と連携して小学生に啓発）

特定健診受診者（国保）の喫煙率

男性:33.6%
【大阪市で１位】

女性:13.5%
【大阪市で３位】
（令和３年度）

妊婦面接での喫煙率

妊娠前 26.6%

（大阪市12.4％）
妊娠後 9.6%

（大阪市2.3％）
パートーナー 48.1%

（大阪市29.1％）
（令和3年度）

●大正区民の喫煙率は高い傾向がみられ、妊婦の喫煙率も高い。
●死因別死亡率で一番高いのが悪性新生物（がん）であり、その中でも肺がんの死亡率が最も高い。

「国民健康保険特定健康診査受診者データ」
「妊婦面接時の聞き取りから集計」

大正区禁煙対策について

健康寿命

男性 77.33歳
（大阪市 77.8歳）
女性 82.8歳
（大阪市 83.37歳）

（令和2年度）

「人口動態より」

R5年度の取組

取り組み

大正区の現状
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大正区民の健康状況 生活習慣病①
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出典：大阪市国民健康保険データベース
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●生活習慣病保有率は、大阪市と比べて高い状況が続いている。生活習慣病の悪化は、要介護状態の
原因疾患になる可能性があり、不健康な状態になるリスクが高くなる。



大正区民の健康状況 生活習慣病②
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出典：大阪市福祉局「大阪市国民健康保険
特定健康診査法定報告用データ」から算出

●男女共に大阪市に比べ、肥満者の割合が高い。女性の肥満者は、より高い状況で推移している。

●男女共に大阪市に比べ、高血圧有病率が高い。
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出典：「大阪市国民健康診査法定報告用データ」より算出

大正区民の特定健診受診率
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●特定健診受診率は、コロナウィルス感染症感染拡大により令和2年は低下したが、令和3年には、感
染拡大前の状況にまで回復した。

特定健診とはメタボリックシンドロームに着目した健康診査です。内臓脂肪の蓄積を把握すること
により、糖尿病、高血圧症、脂質異常などの生活習慣病の予防を目的としています。



大正区のがん検診受診率①

3.0%

2.4%
2.1%

3.3%

2.7%

2.2%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

3.5%

令和元年 令和２年 令和3年

胃がん検診受診率

大阪市 大正区

11

3.4%
2.9%

3.2%

3.4%

2.7%
3.0%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

3.5%

4.0%

令和元年 令和２年 令和3年

肺がん検診受診率（再掲）

大阪市 大正区

4.2%
3.5%

3.9%
4.3%

3.4% 3.6%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

3.5%

4.0%

4.5%

5.0%

令和元年 令和２年 令和3年

大腸がん検診受診率

大阪市 大正区

出典：大阪市健康局調

※胃がん受診率＝｛（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（2年連続受診者数）｝÷40歳以上の住民×100

※大腸・肺がん受診率＝当該年度受診者数÷40歳以上の住民×100



大正区のがん検診受診率②
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出典：大阪市健康局調

※乳がん受診率＝｛（前年度マンモグラフィ受診者数）＋（当該年度マンモグラフィ受診者数）－（前年当該年度2年連続マンモグラフィ受診者数）｝
÷40歳以上の女性住民×100

※子宮頚がん受診率＝｛（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年当該年度2年連続受診者数）｝÷20歳以上の女性住民×100



健康寿命の延伸に向けて

生活習慣の改善

病気の
早期発見

重症化予防
継続治療

介護予防
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健康寿命の延伸

大正区将来ビジョン2025
健康で安心して暮らせるまち「大正」

生涯を通じて心身ともに
健やかで、幸せな暮らし

●健康寿命を延伸するためには
・生活習慣病の発症予防、早期発見、早期治療が重要であり、

区民の健康づくりと、生活習慣病予防や介護予防への取り組みが必要である。
・早期発見のためにがん検診や特定健診の受診率を高める。

特定健康診査、がん検診受
診、各種検診



検診種別 対象・概要 実施形態

特定健康診査 40歳から74歳の国民健康保険加入者
後期高齢者医療保険加入者

問診、身体計測、血圧測定、尿検査、血液検査等

各区／医療機関

歯周病検診 40・45・50・55・60・65・70歳

問診、口腔内診査

歯科医療機関

肝炎ウイルス検診 20歳以上 ※特定感染症法の枠組みて実施
問診、B型肝炎ウイルス検査、C型肝炎ウイルス検査。

※肝炎フォローアップについては、健康づくり課が担当

医療機関

※保健指導（事後
フォロー）は各区にて
実施健康診査・保健指導

（特定健康診査非
対象者等）

40歳以上で特定健康診査非対象者（生活保護世帯の者ま
た中国残留邦人支援給付受給者）

問診、身体計測、理学的検査、血圧測定、血液科学検査、
肝機能検査、血糖検査、尿検査等

骨粗しょう症検診 18歳以上

踵骨の超音波検査パルス透過法

各区

がん検診 別途一覧 各区／医療機関

大阪市の健康づくりの取組み（検診関係）
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大阪市がん検診実施状況（令和５年度）
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胃がん 大腸がん 肺がん 子宮頸がん 乳がん 前立腺がん

対象 50歳以上 40歳以上 40歳以上
20歳以上
女性

40歳以上
女性

30歳代
女性

50・55
60・65・70歳

男性

内容
胃部ｴｯｸｽ線
今年度末まで
40歳代受診可

胃内視鏡 便潜血
胸部ｴｯｸｽ線

※
頸部細胞診 ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ 超音波

PSA検査
（採血）

検診
間隔

毎年
2年度に
1回

毎年 毎年
2年度に
1回

２年度に
１回

毎年
5年度
に１回

自己
負担

500円 1,500円 300円 無料※ 400円 1,500円 1,000円 1,000円

実施
形態

医療機関 各区／医療機関 医療機関
各区／
医療機関

医療機関 医療機関

<集団検診について>
 基本形態は大腸・肺がんは同時実施、年間234回／乳がん301回（骨粗検診同時285回）
 総合がん検診として大腸・肺・乳がん検診の同時実施 80回
 市国保特定健診日程の9割はいずれかのがん検診等と同時実施

（特定健診単独実施は全275回のうち26回）

委託
形態

集団：単年度契約（事後審査型制限付一般競争入札）大腸がん・肺がん・乳がん・骨粗しょう症
検診実施事業者

個別：大阪府医師会

申込
方法

区および検診実施機関へ直接電話等による

※肺がんハイリスク者は喀痰細胞診を併せ実施 自己負担400円



大阪市の健康づくりの取組
大阪市健康増進推進計画「すこやか大阪21（第2次後期）」
健康寿命の延伸と健康格差の縮小を全体目標とし、①生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底及びこころの健康づくり

②ライフステージに応じた生活習慣の改善③健康を支え守るための地域づくりの取り組みを推進している。
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【大阪市健康局が実施する主な事業】

①大腸がん検診にかかるモデル事業
検査キットを自宅に郵送し、予約不要で受診できる。期間限定で特設会場（イオン・キューズ
モール等）で検体を受付している。

②子宮頸がん予防ワクチンと検診の周知
小学6年生～高校1年生相当の女子に対して個別通知を行う。若い世代に向けた啓発を実施している。

③動画・SNS等を活用した広報啓発の強化

④インセンティブを活用した健康意識の向上と実践支援
包括連携協定を締結している企業との連携により、スマートフォンアプリ「おおさか健活マイレージ
アスマイル」会員数増加にむけた動画を制作

⑤若年層の糖尿病ハイリスク者に向けた取り組み～すこやかママの健康チェック事業～

⑥やさいTABE店事業
市民が外食や中食で、自然に野菜をたくさん食べることができる環境づくりをすすめるため、飲食
店等を対象とした登録制度を実施



大正区の主な健康づくりの取組

健康に関す
る啓発

●地域健康講座 生活習慣病の予防など健康に関する正しい知識の普及と行動
変容に向けた健康講座を地域に出向いて実施する。
実績 R4…24回実施 受講者延538人

●地域健康情報発信事業 地域の特色を反映させた健康教育媒体（リーフレット等）を
作成し、広く区民に効果的に健康づくりの情報を発信する。

●健康講座保健栄養コース 食生活を中心とした健康自主管理に関する知識等を習得した、
食育推進のリーダーを養成する講座を実施する。

●食育推進事業 地域での食育を効果的に推進するためのネットワークづくり
や、とりわけ若い世代への食育講座を実施する。

●区広報紙・ホームページ、ツイッター等で啓発（R5.5月～広報紙に健康コラムの掲載）

●各種会議、健康展、地域のイベント等 あらゆる機会で啓発

17

保健指導 ●高血圧・糖尿病重症化
予防事業

特定健診等を受診し、血圧値、血糖値、腎機能に異常値の区
民に対して、確実に医療機関につなげ、重症化を防ぐ保健指
導を行う。



大正区の健康に関する啓発の取組例①
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こんにちは大正
３月号より



大正区の健康に関する啓発の取組例②
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こんにちは大正５月号より



大正・港・西淀川ものづくり事業実行委員会による医工福連携事業

【大阪府済生会泉尾病院（大正区）との連携】

新型コロナウイルス感染症拡大防止用品「飛沫感染防止カバーフレーム」、「フェイスシールド」、「飛散防止テント」、「簡

易防護服」、「ECMO（エクモ）搬送用架台」等、対応品を連携開発。

令和4年12月8日（木）大正区老人福祉センターにおいて副院長江口典孝氏による「大正区の死因第3位である誤嚥性肺炎につい

て」講演
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区役所が参画する大正・港・西淀川ものづくり事業実行委員会がこれまで培ってきた独自のネットワークを活用し、
地域課題の解決に向け新たな産業の創出をめざす事業です。
複数のものづくり企業等で構成された「りびんぐラボ大正・港」を起点に、地域医療機関や地域福祉機関などと連携

し、ものづくりで医療現場にある課題だけでなく、地域課題の解決も図ります。

【呼吸筋力の測定】

兵庫医科大学リハビリテーション学部の玉木研究室と株式会社木幡計器製作所との共同研究に、実行委員会として協力。
呼吸筋力とは息を吸ったり吐いたりする力のことで、握力や脚力と同じように年代別の基準があります。大正区と神戸市で日本

人における年代別の呼吸筋力基準値と基準範囲の再リファレンス化を図ります。
具体的には、大正区のUR千島団地内にある、「ちしまメディカルパーク」や「大正区老人福祉センター」「大正産業会館」で呼

吸筋力測定を実施しました。
令和5年3月31日現在、大正区で945名、神戸市を合わせると1200名ほどの方にご協力をいただきました。

【大正ほけんしつ】

更年期女性を対象とした骨盤底筋体操の普及と、デバイス開発を行うスタートアップ企業である株式会社ジョコネ。と、ちしま
メディカルパークを運営する阪神調剤薬局が連携して区民を対象とした健康イベント（セミナーや体験コーナーなど）を開催。ま
た、ものづくりフェスタ２０２２で「腸活体操」を中心とした健康セミナーを開催しました。


